
クマ用、かつ、撃退用のスプレーを選ぶ

噴射距離や時間などの性能表示をよく確認する

1 選ぶ際のポイント

高温になる場所、こどもの手の届く場所に置かない

必要なとき以外は、
「持ち歩かない」、「安全装置を外さない」

2 保管・持ち運びなどのポイント

本資料に掲載しているイラストは生成AIを活用して作成したものです。

事前に使い方を確認し、すぐに取り出して噴射できるように身に着ける

5～10ｍ程度の距離を置いた状態でクマの顔面（目、鼻）を狙って噴射する

3 使用する際のポイント

人、テントや荷物などに吹きかけない

近年、クマの出没情報数の増加に伴い、人身被害も

増えています。クマによる人身被害を避けるためには、

クマに出会わないようにすることが最も重要です。

一方で、クマ撃退スプレーを備える場合は、

事前の確認・準備が必須です。
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